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～人口減少地域を支える集落支援員の育成に向けて～

▼研究の概要
人口減少と高齢化が急速に進む西和賀町を

フィールドに、集落の枠を超えて連携する地域
運営組織化を視野に入れた集落支援員の活動成
果と課題を明らかにするとともに、支援員の育
成プログラムの検討を行った。

▼研究の成果

以上の結果をふまえ、
支援員・行政・地域の
3者の期待と活動の方向

を合一させていくため、
行政のコーディネート
機能の充実と育成カリ
キュラムの連動が課題
である。

▼研究の方法

1.行政担当者及び集落支援員のヒアリング調査

2.集落活動への参与観察と意見交換会の開催

3.各集落の行政連絡員へのアンケート調査

①集落支援員への期待（活動前）②集落支援員
の活動に対する評価（活動後）を把握、比較

【結果2】集落活動への参与と意見交換
実施時期：2022年8月、10月
実施方法：小繋沢集落の特産品栽培と収穫作業に参加し、学
生を交えた地域住民、支援員との意見交換会を実施

▼おわりに
コロナ禍での支援員の活動は所期の計画通り

に実施できなかったこともあり、育成プログラ
ムの具体化は今後の課題として引き続き研究を
行っていきます。このたびの調査にご協力いだ
いた関係者の皆様に感謝申し上げます。

【結果3】行政連絡員へのアンケート調査
実施時期：2022年4月、2023年3月
実施方法：連絡員会議において配付、後日回収

【結果１】ヒアリング調査
実施時期：2022年4月
実施方法：対面による聴き取り＠西和賀町

【写真】
学生参加
による現
地参与観
察と意見
交換会

’

支援員 活動目標及び課題と感じること

Ａ（男性、

町出身、Ｕ

ターン）

・外に出て地元の良さがわかったのでITスキルを

活かした地域情報の発信が目標

・魅力の発信の方法が課題と思っている

Ｂ（男性、

妻が町出

身、Ｕター

ン）

・子育てには良い環境と思っている、子どもたちに

生まれた地域が楽しいと教えたい

・そのためにはまず自分の足で地域を歩き、地域

に溶け込むことが課題である
Ｃ（女性、

町外出身、

Ｉターン）

・地域おこし協力隊やNPOの経験を生かし、子ど

もの居場所づくりをしたい

・仕事盛りの30代、40代のつながりをどう作ってい

くかが課題
Ｄ（女性、

夫が町出

身、Ｕター

ン）

・子育てに専念し地域のことを知らないままきたの

で、まずは地域とのつながりを作りたい

・地域住民をよく知り、自分のことも知ってもらうこ

とが当面の課題
Ｅ（女性、

町出身、Ｉ

ターン）

・学校現場の支援に携わった経緯から、子ども目

線のまちづくりが目標

・子どもが少なくどう活動を具体化していいかわか

らないことが課題
Ｆ（女性、

町外出身、

結婚に伴

い移住）

・手工芸をやる人が多いので織物・染物などを地

域でやれたらいい

・子どもに地域の魅力を伝えるために、子育てサロ

ンなどのノウハウが課題

主体 集落支援員の活動について 地域運営組織について

自治会

役員

地域運営のキーマンの右腕としての

活動を期待

必要性は理解するが行政も努

力の姿勢が必要
地域住

民

地域行事に顔を出してくれることだ

けでもありがたい

各集落の独自の取組みもあり

時間がかかる
集落支

援員

各戸訪問の際にどこまで何を聞いて

いいか迷う

若い親世代は学区のつながり

も生きると思う
学生 支援員がいることで若者も地域に入

りやすくなる

集落同士の活動の一体化や交

流が大切では


